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あらまし 現在のアノテーションに関する研究のほとんどがコンテンツの種類に依存したものであるため、複数

の種類のコンテンツを同時に扱った応用を実現することが困難である。そこで我々は、コンテンツの種類に依存

せず容易にアノテーションを生成・利用できるアノテーションプラットフォーム Annphony (アンフォニー) を構
築している。本プラットフォームでは、コンテンツの構造と、詳細部分に対する個人の解釈・嗜好に関するアノ

テーションを扱うために、任意のコンテンツの文節化を実現する ElementPointer を提案し、そのプロセッサを実
装する。また RDF を一部拡張することにより柔軟なリレーション記述を可能にし、アノテーション定義の共有・
利用を実現する。さらにアノテーションやその定義を扱うための機能について述べる。
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Abstract There are several researches on annotation, but most of them have strong restrictions on types of
contents. On the ground of difference of annotation format, we can not deal with different types of contents and
their annotations simultaneously. Therefore we have been developing an integrated annotation platform that
is applicable to any kinds of digital contents. First, we propose a format of annotation data and its schema to
deal with content structures and individual interpretations. Next, we describe several functions of the platform
to create/share/retrieve annotations and their schemas.

1 はじめに
Web上に存在する大量のデジタルコンテンツを有効

利用するため、テキストや音楽などのコンテンツに対

してメタ情報 (アノテーション)を付与し利用する研究
[6][16]が盛んに行われている。これらの研究から、コン
テンツのセマンティクスを考慮し、それぞれのユーザに

あったコンテンツ処理を行うことの重要性と、そのため

にはコンテンツの構造に加えコンテンツの詳細部分に

まで踏み込んだ個人の解釈・嗜好情報が必要であること

がわかる。

しかし、現在までに提案されているデジタルコンテン

ツに対するメタデータの表現形式の多くは、コンテンツ

の構造や多様の解釈を記述することができなかったり、

コンテンツの種類に依存しているため互換性に乏しい。

そのため異種コンテンツを同時に利用し、セマンティク

スと個人性を考慮した応用研究を進めるにあたっての障

害となっている。

また我々は、アノテーションが様々なサービス間で共

有されることで、それらを組み合わせた新しい応用を実

現できると考えている。アノテーション共有によって実

現される応用は、基となったサービスにとってもアクセ

スやユーザの増加を見込むことができるため、アノテー
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ションを広く共有することを支援する必要性が生まれる

ろう。

本稿では、まず任意のコンテンツに対するアノテー

ションを実現するために必要な要素について述べ、次

に我々が構築しているアノテーションプラットフォーム

Annphony(アンフォニー)におけるアノテーションとそ
のスキーマの形式について述べる。さらに Annphony
においてアノテーションやスキーマの利用・共有を支援

するための機能について述べる。

2 任意のコンテンツへのアノテーシ
ョンを実現するために

現在デジタルコンテンツに対するアノテーション

の記述形式がいくつか提案されている。例えばテ

キストに対する構文・意味情報を詳細に記述するた

めの GDA(Global Document Annotation)[4] や、テ
キストコーパスに対するアノテーション形式である

CES(Corpus Encoding Standard)[8]が提案されている。
一方 Flickr[1]では、独自のアノテーション形式により
画像の矩形部分に対するコメント付与を実現している。

これらの形式はコンテンツの種類に閉じており、例え

ばFlickrにおいて記述されたコメントに対してGDAに
よる詳細な言語構造を記述といった、あるコンテンツの

アノテーションを異種コンテンツに適用することが困

難である。このように、現在提案されているコンテンツ

の内部構造にまで踏み込んだアノテーション形式には、

互換性が乏しいといえる。

一方で、コンテンツ全般に対するアノテーションの

形式としてリソース間の関係をグラフ構造で記述する

RDF(Resource Description Framework)[12]が提案され
ている。RDFではURI(Uniform Resource Identifier)[3]
を持つ対象をリソースと呼び、そのリソースに対するメ

タ情報を主語・述語・目的語の組で表現する。つまり、

どのようなリソースであってもそれを URIで表現する
ことができれば、そのリソースに対するアノテーション

を記述することが可能である。

コンテンツの構造情報を扱うためには、そのコンテン

ツの詳細な部分へのアノテーションを実現しなければな

らない。コンテンツの任意の箇所を指し示す方式として

は、XMLの特定のノードを指すXPointer[13]や、ビデ
オ・オーディオなどの連続メディアの任意の箇所を指し

示す URI time interval specification [7] など、いくつ
かの形式が提案されているが、全てのメディアを網羅で

きておらず、また例えば「ある楽曲の、特定の時間区分

に含まれる特定の楽器パート」といった、提案されてい

る形式では指し示すことのできない例が多く存在する。

そのため、任意のコンテンツの、任意の箇所を指し示す

ことのできる柔軟な表現形式が必要である。

音楽や絵画などの芸術作品には、鑑賞者によって様々

な解釈が存在する場合が多い。また楽曲の構造化を行

うGTTM(Generative Theory of Tonal Music)[9]では、
楽曲の構造を一意に決定することができない場合があ

る。そのため複解釈に基づく構造が存在する可能性が

ある。このような解釈の情報を扱うためには、そのアノ

テーションをさらに詳しく説明したり補足する必要があ

る。しかしRDFやGDAでは、アノテーションに対し
てアノテーションを関連付ける柔軟なリレーションを記

述することができない。

また構造や解釈といった様々なアノテーションを定義

する際には、既存の定義を利用・拡張することで、アノ

テーションの再利用性が高まると考えられる。例えば異

なるコンテンツ間で共通のプロパティを定義し、各コン

テンツのアノテーションでそのプロパティを利用するこ

とで、コンテンツの種類にこだわらずそのプロパティを

利用することができるだろう。そのためアノテーション

のスキーマの存在が必須となる。

Flickr ではアノテーションを利用するための Flickr
APIが用意されており、またRDFに関してはProtégé[2]
や RDF Gravity[11]など、RDFの記述・検索・可視化
を行うアプリケーションが提供されている。様々な種類

のアノテーションを幅広く収集し、利用できるようにす

るためには、これらのようにアノテーションを容易に扱

うことができる環境を提供する必要がある。

3 Annphony

我々は任意のコンテンツに対するアノテーションを扱

うアノテーションプラットフォームAnnphony(アンフォ
ニー)を構築している。本章では、本プラットフォーム
で扱うデータの形式と、プラットフォームとしての機能

について述べる。

3.1 アノテーションとスキーマの形式

前章で述べたように、任意のデジタルコンテンツの

構造や個人の解釈に関するアノテーションを記述する

ためには、1．任意のコンテンツのセグメントを指し示
し、2．指し示したセグメントに対し柔軟なリレーショ
ンを記述できなければならない。また、3．既存のアノ
テーション定義を効率的に利用し、柔軟に新たな定義を

記述できる必要がある。Annphonyではこの 3点を以下
に述べる手法で解決する。
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3.1.1 コンテンツのセグメンテーション

任意のコンテンツの詳細に対するセグメンテーション

を行うための表現形式として ElementPointer を提案す
る。ElementPointerは以下の形式をとる。

[Content URI]#epointer([Schema URI]([arg1,arg2..]))

コンテンツのURIに続き、#epointer以降にコンテン
ツのどの部分を指し示すかを記述する。スキーマURI以
降に続く引数の順序とそれぞれが表す意味は、RDF[12]
のスキーマ記述言語であるRDFS(RDF Schema)[15]に
より記述される。ElementPointerのスキーマについては
3.1.3節において詳しく述べる。以下に ElementPointer
の具体例を示す。

http://domain1/picture.jpg#epointer
(http://domain2/dim.rdfs#dim(10px,20px,30px,40px))

この例では、絵画・地図など、2次元で表されるメディ
アに対する ElementPointerをスキーマ URI において
4つの引数 (X・Y座標、幅、高さ)により定義し、その
スキーマを用いて具体的な部分を表している。実際には

URI としての妥当性を保つため、スキーマの URIとそ
れに続く引数の部分をURLエンコーディングする。計
算機はElementPointerのURIと、その中に記述されて
いるスキーマの URIを参照することで、どのコンテン
ツのどの部分を指し示しているかを解釈する。

また ElementPointerでは、同一のコンテンツ内に限
り、複数のセグメントをグループ化することを許してい

る。下記のように List typeにグループの種類を指定す
ることで、複数のセグメントの集合を表す。

[Content URI]#epointer([List type]([Schema
URI]([arg1,arg2...]),([arg1,arg2...])))

List type には、RDF においてリストを表現する
seq(順序付リスト)、bag(順序無しリスト)、alt (代替表
現リスト) のいずれかを記述する。本形式により、代表
的なコンテンツの構造化手法であるグルーピングを実

現する。

新たに ElementPointer を定義する場合、Element-
Pointerによって示されたコンテンツの部分を扱うため
の ElementPointerプロセッサを同時に作成する。さら
に後述する ElementPointerスキーマへのアノテーショ
ンとして関連付けることで、本プラットフォームにおい

て該当するプロセッサを利用することができる。

ElementPointerプロセッサは、特定のインタフェー
スに基づいてメソッドを実装することによって作成され

る。具体的には、指定された ElementPointerの存在確
認や、実際に指定された部分を取得するメソッド、また

図 1: RDFと Annphony Annotationの違い

図 2: Annphonyにおけるアノテーションの例

二つの ElementPointer間の論理和、論理積、差にあた
る部分の取得など、ElementPointerの演算を行うため
のメソッドを実装する。

3.1.2 柔軟なリレーション記述

本プラットフォームで扱うアノテーションはElement-
Pointerで規定したセグメント間の関係や、複数人の解
釈を多数のコンテンツに対して記述するため、コンテン

ツやアノテーション同士の関係は複雑なグラフ構造にな

ると予想される。そこで、アノテーションの基本形式に

リソースの関係を有向グラフで表現できるRDF を採用
した。しかし、RDFの形式ではそれぞれの解釈に識別
子がないため、その解釈に対する解釈を記述することが

できない。

そこで本プラットフォームではRDFを一部拡張して
アノテーションを記述する。図 1に示すように、RDFで
は主語・述語・目的語のTripleで記述するが、Annphony
Annotationはそれに加え、そのアノテーションの識別
子であるアノテーションURIを持つQuadで表現する。

図 2は 2つのリソースに対する印象アノテーションの
例である。アノテーションの指し先を表す<an:target>
タグと、RDFにおけるコレクション表現のタグである
<rdf:Seq>、<rdf:Bag>、<rdf:Alt>のいずれかにより
複数のリソースに対するアノテーションを記述する。ま

た、アノテーション自体に Annphonyが発行する URI
を持たせることで、同一の対象に対する複数人の解釈情

報の記述を可能にしている。

ElementPointerは、特定のスキーマにおいて定義され
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図 3: アノテーションとして表現されるElementPointer

図 4: Annphonyにおけるアノテーション定義の例

た複数のプロパティから構成されるため、アノテーショ

ンと同様の構造を持っている。また、ElementPointerを
アノテータが手入力することは困難である。そこで、本

プラットフォームでは ElementPointerをアノテーショ
ンと同様の形式で扱い、URI の生成を支援する。図 3
は、前節の ElementPointerの例がアノテーションに変
換されたものである。通常のアノテーションと同様に、

スキーマを指定し、各プロパティを入力することで自動

的に ElementPointerの URIが生成される。

3.1.3 アノテーションスキーマ

本プラットフォームでは RDFSによるアノテーショ
ン定義をサポートする。日付、後述するアノテータURI
や信頼度など基本的なアノテーションを定義する基本

アノテーションをルートとし、既存のアノテーションを

継承して新しいアノテーションを定義する。アノテー

ション定義には、そのアノテーションの説明や、利用可

能なプロパティとそのデータ型が記述される。図 4で
は、印象情報を文字列型 (string) で記述するためのア
ノテーションを定義している。基本アノテーションを継

承しているため、そこで定義されている日付やアノテー

タ URIなどのプロパティも同時に記述できる。

データ型は XML Schema[14] で定義されている in-
teger や stringなどのプリミティブ型に加えて、XML
Schemaにおいて正規表現や列挙による型、単位付きの
型などを記述する SimpleTypeにより定義された型を利
用することができる。図 5では、数字の列の最後に”px”
という単位が付くデータ型を定義している。

新しい定義やデータ型は本プラットフォームに登録す

ることで利用可能になる。アノテーション定義は容易に

一覧表示・検索ができ、任意のユーザはそれらを継承し

図 5: データ型定義の例

た新しいアノテーションを定義することができる。アノ

テーションを継承して定義することで、異種コンテンツ

の間でアノテーションのプロパティを共有でき、効率の

よいアノテーションの活用を実現できる。

前節で述べたElementPointerの定義も、アノテーショ
ンの定義と同様に RDFS で記述されるが、それに加え
それぞれのプロパティについて、その出現順序を明示す

る。これはElementPointerのURIで記述される引数の
順序を確定するためである。

コンテンツの詳細箇所を指し示す手段は、XPointer
やURI time interval specificationの他にも存在するが、
幅広い分野のユーザが必ずしもそれらを熟知しているわ

けではない。ElementPointerの定義の形式をアノテー
ション定義と同様の形式にすることで、コンテンツの詳

細箇所を指し示す手段についても容易に検索し、利用・

新規定義をすることができる。

3.2 Annphonyプラットフォームの機能

幅広くアノテーションを共有・利用するためには、ア

ノテーションを利用する環境を整備しなければならな

い。本プラットフォームでは、アノテーションやその定

義を容易に共有・検索・作成・利用する機能、またコン

テンツの構造・解釈を扱うために必要となる機能を提

供する。さらに、アノテーションが潜在的に抱える問題

に対処するための機能を備えている。以下に本プラット

フォームの主要な機能について述べる。

3.2.1 アノテーション定義へのアノテーション

アノテーションの定義が登録される際、定義の作成者

はその定義へのアノテーションを同時に記述する。具体

的には定義者情報、自然言語による利用例などの説明、

「Jazz」、「ニュース」、「判例」など複数のタグによる適
用可能なコンテンツの列挙を行う。

どのような場面においてその定義が利用可能である

かという情報は、定義の作成者本人が全て網羅すること

は困難である場合が多い。そこで本プラットフォームで

は、定義者以外の複数のユーザがそのスキーマに対して

利用例やタグなどのアノテーションを行うことを許して

いる。また ElementPointerの定義へのアノテーション
の場合、上記のアノテーションに加え 3.1.1節で述べた
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ElementPointerプロセッサを指定する。

また本プラットフォームはそれらのアノテーションに

基づくアノテーション定義の検索機能を備えている。ア

ノテーション定義を発見したいユーザは、キーワードで

の検索や、適用するコンテンツのタグ情報から絞り込む

ことで容易に目的の定義を発見し、利用・拡張定義する

ことができる。

3.2.2 アノテーション定義に基づくアノテーションの

検索

幅広いコンテンツへのアノテーションを扱う環境で

は、動的にアノテーションの定義が増加することが予想

されるが、アノテーションの定義が追加される度に、そ

の定義に基づくアノテーションを利用するようアプリ

ケーションを対応させることは非常に高コストになる。

本プラットフォームでは、アノテーション定義の継承

関係を考慮し、着目した定義の継承元や継承先のアノ

テーションに関しても検索対象とすることができる。ま

た、ある特定のプロパティに着目し、そのプロパティが

利用されている定義に基づくアノテーション全てを検索

対象にするなど、アプリケーションが、動的に追加され

たアノテーション定義に基づくアノテーションを利用で

きる検索機能を備えている。

3.2.3 コンテンツの構造を扱うために

様々なコンテンツの構造化に関する研究 [4][9]が行わ
れているが、それらに多く見られる手法として、コンテ

ンツのグループ化、または階層化が挙げられる。本プ

ラットフォームでは ElementPointerの採用により、コ
ンテンツの任意の箇所のグループ化に対応している。ま

た、コンテンツやアノテーションを一つのノードとみな

し、それらの関係をツリー形式で記述し、そのツリーを

利用する機能を備える。さらに、アノテーションの基本

構造としてRDFを採用しているため、他のコンテンツ
との間の関係をグラフ構造で記述することもできる。

3.2.4 解釈を扱うために

アノテータに関する情報は、コンテンツの変換や推薦

など、個人の嗜好や解釈を踏まえた応用を実現する際

に必須となる。本プラットフォームではそれぞれのアノ

テータに URI を持たせ、そのプロファイルをアノテー
ションとして管理する機能を提供する。

また、あるコンテンツに対し複数の解釈が存在する

場合、それぞれの解釈が正確であるか、または信頼でき

るものであるかを判断する必要がある。そこで各アノ

テーションとアノテータに「信頼度」プロパティを付与

する。信頼度の算出に関しては、文献 [17]において定
義された手法を採用した。

アプリケーションはアノテーションの信頼度に基づ

き、複数のアノテーションの中から最も信頼性の高いア

ノテーションを採用したり、信頼度が閾値以上である全

てのアノテーションを採用するなど、複数の解釈の扱い

を決定することができる。

3.2.5 アノテーションが持つ問題点への対処

MP3形式の音楽ファイルにはアーティストやタイト
ルなどのメタデータをそのファイル自身に埋め込むこ

とができ、Exif(Exchangeable Image File Format)形式
の画像には、撮影日時やその画像についての情報を埋め

込むことができる。このようなコンテンツの内部にア

ノテーションを埋め込む方式の場合、コンテンツへのア

ノテーションの付与や利用のためにはコンテンツとア

ノテーションを同時に管理しなければならない。しかし

様々な種類のコンテンツを対象としたアノテーションを

扱う場合、必ずしもコンテンツとアノテーションを同時

に管理できるとは限らない。そのため本プラットフォー

ムではコンテンツとアノテーションを切り離した管理方

法を採用している。

コンテンツとそのアノテーションが分離されている場

合、コンテンツの改変・移動・削除によって、そのコン

テンツに関連付けられたアノテーションがOrphan An-
notation(指し先の無いアノテーション) や Misleading
Annotation (誤解を生むアノテーション)になってしま
う危険性が指摘されている [5]。そこで本プラットフォー
ムではこれらの問題の発生を抑えるために以下の機能

を提供する。

Orphan Annotationへの対処のため、指し先が存在し
ないアノテーションを登録することを許可しない。デー

タベースへの登録時に、アノテーションの指し先のリ

ソースへアクセスを試み、存在を確認した後に登録され

る。指し先が ElementPointerによって記述されたURI
の場合は、前述の ElementPointerプロセッサによって
該当するコンテンツのセグメントの存在を確認する。

Misleading Annotationは、コンテンツやアノテーシ
ョンが編集されることで現れ、そのリソースを指し示

しているアノテーションが意味をなさくなったり、別の

意味になってしまうものである。本プラットフォームで

は、アノテーションが編集・再登録された場合、そのア

ノテーションに関連するアノテーションを取得し、それ

らの確認・編集を管理者に促す。

また一定時間ごとに登録されたアノテーションをク

ローリングしてコンテンツの編集の有無を確認し、編集

–5–
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図 6: コンテンツからメタコンテンツへ

や削除が確認されたコンテンツに関連するアノテーショ

ンに関しても同様にそれらの確認・編集を促す。

4 Annphonyがもたらす効果
4.1 メタコンテンツとしての処理
様々な種類のコンテンツに対して付与された、統一し

た形式による内部構造及び個人の解釈情報を利用する

ことで、図 6のようにそれぞれのコンテンツをメディア
の種類によらないメタコンテンツとして捉えることが

可能になる。今後はメタコンテンツの処理に関する研究

が盛んに行われることが期待される。

具体的な応用例としては、例えばビデオのテロップに

対するアノテーションに、テキスト処理のために定義さ

れたアノテーション定義を利用するなど、異種コンテン

ツ間でアノテーションを共有し、互いに利用したり、音

楽プレイリストを拡張し、音楽に限らない複合メディア

のプレイリストを作成・配信するといった、従来困難で

あった複数のコンテンツのセマンティクスと個人嗜好を

考慮した統合メディア処理が実現されるだろう。

4.2 オントロジー構築へのアプローチ
アノテーションは、人間がコンテンツに対し詳しい意

味記述を行うものである。そのため大量のアノテーショ

ンを用いてその解析を行うことにより、リソースの分類

体系やその関係、推論のためのルールなどを定義するオ

ントロジーの構築を実現できる可能性を秘めている。

トピックマップ [10]ではリソース全体についてのオ
ントロジー構築を目指しているが、コンテンツの任意の

箇所を分節化する ElementPointerは、より詳細なオン
トロジーの構築に役立つと期待できる。また図 6に示
されるように、アノテーションがコンテンツの種類に依

存しない共通の形式で記述されるため、Webにおける
様々なコンテンツにまたがる意味関係を記述されたアノ

テーションが増加することになるだろう。そのため大量

のアノテーションを利用して、リソース全体に関するオ

ントロジーを構築することが期待される。

5 おわりに
本稿では、任意のデジタルコンテンツに対しコンテン

ツの構造と個人の解釈に関するアノテーションを作成・

利用することのできるアノテーションプラットフォーム

Annphonyについて、アノテーションとそのスキーマの
形式と、それらを管理するための機能に関して述べた。

今後はネットワーク上に Annphonyが複数存在する
分散環境における協調機能やアノテーションのアクセ

ス・編集ポリシーについて検討すると共に、実際にアノ

テーションを付与した異種コンテンツによる応用を実現

していく予定である。
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